
１

部
活
動
の
地
域
移
行

に
関
わ
る
政
治
的
な
意
図

二
〇
一
三
年
６
月
に
安
倍
内
閣

が
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
〜
脱
デ
フ
レ
・
経
済
再
生

〜
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
の
中

で
、
今
後
は
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
が

急
速
に
進
展
す
る
た
め
「
民
間
の

資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公

民
連
携
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」

方
針
が
示
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年

４
月
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
」

で
は
、
公
共
施
設
数
や
延
べ
床
面

積
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
縮
減
に
関

す
る
目
標
に
つ
い
て
、
数
値
目
標

を
設
定
し
て
定
量
化
に
努
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
多
く
の
自
治

体
で
、
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積

の
４
〜
６
割
を
占
め
る
学
校
施
設

が
削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の
前
提
と
し

て
、
学
校
を
含
む
公
共
施
設
の
縮

減
・
民
営
化
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
二
〇
一
四
年
以

前
に
は
「
部
活
動
の
実
施
に
関
わ

る
国
の
責
務
（
政
府
教
育
再
生
実

行
会
議
）
」
「
部
活
動
手
当
倍
増

（
自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
）
」

と
提
言
し
て
い
た
も
の
が
、
以
降

は
「
外
部
人
材
の
活
用
や
民
間
と

の
連
携
（
政
府
）
」
「
学
校
と
民

間
の
弾
力
的
な
人
材
交
流
（
自
民

党
）
」
と
大
き
く
変
わ
り
、
部
活

動
の
地
域
移
行
を
試
金
石
に
学
校

の
縮
小
と
民
間
委
託
を
推
進
す
る

方
向
へ
シ
フ
ト
し
た
（
安
倍
教
育

改
革
の
新
自
由
主
義
・
競
争
と
成

果
主
義
路
線
で
、
二
〇
一
四
年
か

ら
下
村
文
科
大
臣
が
旗
を
振
っ
た
）
。

２

３
つ
の
政
策
方
針

と
混
乱

①
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
主
張

部
活
動
は
、
生
徒
同
士
や
生
徒

と
教
師
と
の
好
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築
、
自
己
肯
定
感
や
責
任
感
・

連
帯
感
の
寛
容
に
資
す
る
な
ど
、

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
場
と
し
て

教
育
的
意
義
が
大
き
い
。

②
学
校
教
育
と
し
て
実
施
し
つ
つ

地
域
に
も
移
行
す
る
主
張

休
日
の
部
活
動
を
地
域
の
活
動

と
し
て
実
施
す
る
環
境
を
整
え
、

休
日
の
指
導
を
望
ま
な
い
教
師
は

休
日
に
は
従
事
し
な
い
。
休
日
の

指
導
を
希
望
す
る
教
師
は
、
兼
職

兼
業
の
許
可
を
得
て
地
域
の
運
営

主
体
の
下
で
従
事
す
る
（
労
働
時

間
管
理
や
割
増
賃
金
の
支
払
い
等

に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要
）
。

③
完
全
に
地
域
で
実
施
す
る
主
張

経
済
産
業
省
は
「
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
し
て
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
を
可
能
と
す
る
た
め
、
平
日

も
含
め
た
地
域
移
行
で
企
業
や
団

体
が
事
業
投
資
し
、
経
済
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
（
お
金
を

出
せ
る
人
の
た
め
に
や
れ
ば
よ
い
）
。

表
向
き
は
学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
二
〇
二
三
〜
二

〇
二
五
年
の
３
年
間
で
休
日
の
運

動
部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移

行
す
る
と
の
提
言
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
全
国
市
長
会
は

「
緊
急
意
見
」
を
ま
と
め
、
「
経

費
負
担
の
あ
り
方
や
受
け
皿
の
確

保
の
課
題
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い

中
、
期
限
を
区
切
っ
て
地
域
移
行

を
進
め
る
こ
と
に
不
安
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
」
と
し
、
「
国
が

具
体
的
か
つ
段
階
的
な
方
策
を
示

し
、
国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
負

担
の
ス
キ
ー
ム
を
明
確
に
す
る
こ

と
」
を
求
め
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
と
文
化
庁
は
こ
の
３
年
間
を

「
改
革
集
中
期
間
」
と
し
て
23
年

度
概
算
要
求
で
１
１
８
億
円
を
計

上
し
た
が
、
28
億
円
（
前
年
と
合

わ
せ
て
も
47
億
円
）
に
と
ど
ま
り
、

「
改
革
推
進
期
間
」
と
改
称
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
経
産
省
は

「
未
来
の
ブ
カ
ツ
」
ビ
ジ
ョ
ン
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
「
部
員
20

名
と
し
て
週
２
回
で
月
９
５
０
０

円
、
週
５
回
で
月
２
１
５
０
０
円

の
運
営
費
が
必
要
」
と
し
た
が
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
家
庭
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
妥
当
な
家
計
負
担
額
は
月

３
２
５
０
円
で
、
世
帯
年
収
８
百

万
円
以
上
で
な
い
と
享
受
で
き
な

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

＊
研
究
者
の
意
見
と
し
て
、
神
谷

は
部
活
動
の
教
育
的
意
義
（
自
治

活
動
）
を
踏
ま
え
て
教
員
の
定
数

を
増
や
し
て
労
働
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
求
め
た
が
、
内
田
良
は

生
徒
に
も
教
員
に
も
ブ
ラ
ッ
ク
な

部
活
動
の
時
間
制
限
や
地
域
移
行

で
教
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
求
め
た
。
部
活
動
の
外
部
委
託
・

公
教
育
の
縮
小
や
民
営
化
の
問
題

点
を
内
田
は
注
視
し
て
い
な
い
。

３

過
去
の
地
域
移
行
は

失
敗
し
て
い
る

一
九
六
九
年
の
必
修
ク
ラ
ブ
制

度
化
と
地
域
移
行
、
一
九
九
八
年

の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

政
策
と
地
域
移
行
は
と
も
に
失
敗
。

財
政
的
支
援
な
し
に
は
で
き
な
い

が
、
今
回
も
働
き
方
改
革
↓
地
域

移
行
・
民
間
委
託
と
な
り
、
経
産

省
主
導
で
経
済
活
動
を
潤
す
こ
と

が
目
標
に
加
わ
っ
た
。
「
部
活
動

が
盛
ん
な
の
は
日
本
だ
け
」
と
い

う
声
も
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ク
ラ
ブ
は
百
人
単
位
、
日
本
の
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
３
・

５
万
人
に
１
ク
ラ
ブ
で
、
外
国
は

施
設
設
備
の
基
準
を
つ
く
り
、
予
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部活の地域移行は、働き方改革に名を借りた学校縮小と民間委託の試金石
２
月
12
日
（
月
）
、
「
ぐ
ん
ま
教
育
の
つ
ど
い
２
０
２
４
」
（
第
70

次
群
馬
高
教
組
教
育
研
究
集
会
）
が
、
群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
わ

る
課
題
と
今
後
の
展
望
」
で
、
神
谷
拓
教
授
（
関
西
大
学
）
の
講
演
を

お
聞
き
し
、
23
名
の
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
音
で
自
由
に
語
れ
る
の
が
組
合
の
教
研
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
参

加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
以
下
の
講
演
要
旨
を
読
ん
で
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
、
来
年
は
ぜ
ひ
議
論
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
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